
【取組内容①】 めあて・進捗状況・ふりかえりの共有を目的としたスプレッドシートの活用

玉野市立荘内小学校（岡山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

スプレッドシートに「自分のめあて」「挑戦した立方体の形」「今
の進捗状況」「ふりかえり」を随時入力しながら、子どもたちは活
動を進めていきました。このように、学習進度に差が出そうな場面
や活動がメインの授業で少しずつ、個別最適な学びと協働的な学び
を往還する授業を行っています。

【今回のような形でスプレッドシートを活用することのよさ】
●めあてやふりかえりをお互いに共有しやすい。

→お互いにふりかえりを読み合うことでさらに学びが深まる。
→欠席していた子どもにも、後日共有することができる。

●進捗状況を教師も、子どもたちも把握しやすい。
→困っている子どもに的確なフォローができる。

●進度に差が出る活動でも、はやくできた子どもたちが
何をすればいいか見通しをもちやすい。


